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1 はじめに

学研北生駒駅中心地区は、「関西文化学術研究都市」高山地区を背後に抱える「学研都市の“玄

関口”」です。第 5次総合計画や都市計画マスタープランにおいても、北部地域における「地域拠
点」の「賑わい商業地」と位置づけられており、商業、サービス、交流の拠点として土地の有効活

用を図りながら、魅力あるまちづくりを進めていくことが求められています。

しかし、学研北生駒駅周辺においては、幹線道路沿道への商業施設等の立地が個別に進みつつ

ある状況などもみられます。

そこで本市としては、当地区を取り巻く状況を慎重に見極めつつ、北部地域の拠点にふさわし

い、学研北生駒駅周辺地域の良好なまちづくりを進めていく必要があることから、当地区に関わ

る関係者とともに目指すべき将来像やその実現に向けた方向性など、地区のまちづくりの指針と

なる「学研北生駒駅中心地区まちづくり構想」を策定することにしました。

このまちづくり構想は、地権者（個人・法人）や事業者、学識者、自治会、生駒市など様々な関

係主体が参加した「学研北生駒駅周辺まちづくり会議」にて度重なる意見交換を行い、検討した

内容をもとに本市がとりまとめたものです。

今後、このまちづくり構想に基づき、関係主体との協働によるまちづくりを具体的に進めてい

くこととなります。

学研北生駒駅 

中心地区 

概ねの対象位置図

学研北生駒駅 
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〈まちづくり構想策定までの経緯〉 

まちづくり構想を策定するにあたっては、関係主体による意見交換の場である「学研北生駒駅

周辺まちづくり会議」を設け、計 5回にわたる意見交換・検討を重ね、とりまとめを行いました。

第１回まちづくり会議 

（2014.3.16） 

第２回まちづくり会議 

（2014.5.21） 

第３回まちづくり会議 

（2014.7.22） 

第４回まちづくり会議 

（2014.8.26） 

第５回まちづくり会議 

（2014.11.4） 

キックオフ 

まちづくりのあり方（どんな暮らしをしたいか、どんな

サービスを提供したいか）について 

まちづくり構想案の骨子について 

まちづくりの将来像（キャッチフレーズ）等について

まちづくり構想（案）について 

資料編 P38  

資料編 P40 

資料編 P44  

資料編 P48 

資料編 P52 
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2 学研北生駒駅中心地区の位置づけ

●上位計画等における位置づけ

当地区は第 5次総合計画において、本市北地区の地域拠点※に位置付けており、土地の有効・高
度利用の促進や、地域の特性を活かした適切な土地利用の配置・誘導を図る地区となっています。

また、都市計画マスタープランにおいても「地域拠点」のひとつとして位置づけており、地域の

魅力ある顔づくりや地域住民のコミュニティ強化、公共交通の利用促進等につながる環境づくり

を目指しています。

なお、当地区周辺は、「大学院大学や企業への研究者や来訪者等に対応した各種利便施設、サー

ビスの提供、交流空間の確保など、民間開発との連携のもと、更なる活性化に向けて質の高い拠

点整備を推進するため、土地利用や基盤整備の方針を定め、学研北生駒駅中心地区まちづくり構

想の推進に取組む」こととしており、『学研北生駒駅周辺の魅力ある拠点整備の推進』を市街地の

整備・誘導の方針として掲げています。

また、地域別構想のなかでは、賑わい商業地として、「商業サービス・生活利便施設等の賑わい

機能の充実」「地域の玄関口としての、魅力あるまちなみ形成」「まちなか居住の推進」などをま

ちづくりの方針として掲げています。

※地域拠点とは「人口や都市機能の集積があり、公共交通の利便性に優れているなど、地域住民等の集まる地区」

北部エリアのまちづくり方針図 
（都市計画マスタープランより） 
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●都市計画上の位置づけ

当地区は主に近隣商業地域で、駅の北側の一部は市街化調整区域に指定されています。

また、地区周辺の住宅地については住居系の用途地域（第一種低層住居専用地域や第二種中高

層住居専用地域等）に指定しています。 （資料編 P29）

用途地域図 

なお、当地区では、2つの地区計
画（生駒市都市計画道路高山富雄小

泉線沿道地区地区計画、生駒市学研

北生駒駅前地区地区計画）を指定し、

ともに北部地域の中枢的な役割を

担う地域として、周辺の景観と調和

のとれた合理的かつ機能的な土地

利用の規制・誘導を図ることとして

います。

（資料編 P30～33）

生駒市都市計画道路高山富雄 

小泉線沿道地区地区計画

生駒市学研北生駒駅前地区 

地区計画

学研北生駒駅

学研北生駒駅

中心地区 

主要地方道

枚方大和郡山線
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●景観計画上の位置づけ

当地区は、景観計画上の景観類型では主に市街地景観区域に位置し、周辺の田園景観など自然

と調和した市街地景観を形成する区域として「地域の特性や状況に応じ、それぞれの地域の生活

スタイルに対応した、暮らしやすく個性ある住宅地景観を形成する」「だれもが安心して楽しく生

活できるよう、安全で快適な住環境の形成を図る」「商業地については、にぎわいと活気の感じら

れる景観形成を図る」といった趣旨を良好な景観の形成に関する方針として掲げています。

また、隣接して南北に走る県道枚方大和郡山線沿道は、景観形成地区※である広域幹線沿道地区

に指定されており、「建築物等の沿道からの後退、駐車場等の緑化への配慮などを行うことで、ゆ

とりとうるおいの感じられる沿道景観を形成する」「道路軸方向の『緑の稜線」』の遠望や地区が

存在する区域の景観特性に配慮することにより、周辺の景観と調和した良好な沿道景観づくりに

努める」といった趣旨を良好な景観の形成に関する方針として掲げています。

※景観形成地区…駅周辺や、歴史的、文化的遺産など、景観上特色があり、良好な景観を形成する必要のある地区として指定

する景観配慮地区のうち、具体的な範囲を定め、地区内の関係住民等が合意した景観に関するルールに従

って景観形成に取り組む地区

景観計画総括図 
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●政策上の位置づけ ～ 環境に配慮したまちづくりの推進

本市は、低炭素社会への転換に向け、温室効果ガ

スの大幅削減など高い目標を掲げて、先駆的な取

組にチャレンジする都市として、平成 26年 3月 7
日に内閣官房が選定する「環境モデル都市※」に選

定されました。

このため本市では、環境に配慮した「誰もが快適

に歩いて暮らせる」コンパクトなまちづくりの推

進に向けた取組みを進めており、当地区において

も周辺地域を含めた、環境共生のまちづくりを意

識した取組みを進めていく予定です。

※環境モデル都市…低炭素社会の実現に向けて温室効果ガスの大幅削減などへの取り組みを行うモデル都市

環境モデル都市いこま：ロゴマーク
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3 学研北生駒駅中心地区の概況

〈当地区の概況〉

当地区の現在の土地利用は、市道奈良阪南田原線沿道の南側に大規模商業施設、北側の一部に

はガソリンスタンドや飲食店等の立地がみられますが、大部分が田・畑、山林となっています。

土地利用現況図

〈交通基盤〉

平成 18 年 3 月に、近鉄けいはんな線が開業した
ことで大阪市中心部への通勤・通学などの利便性が

飛躍的に向上し、当地区周辺の住宅地としての魅力

の向上にも大きく寄与しました。公共交通としては、

学研北生駒駅を起点とする路線バス網が形成され

るなど、周辺地域の住民の貴重な交通手段となって

います。 (資料編 P24～25)

また、当地区の西側には県道枚方大和郡山線、東

西方向には市道奈良阪南田原線が横断、北側には国

道 163号が走るなど、幹線道路が集中する交通の要
衝となっています。しかし、このことが、朝夕や休

日などに周辺交差点付近で慢性的な渋滞を引き起

こす要因ともなっています。 (資料編 P26)

※本資料は平成 26 年 3 月時点の調査によるものであり、
実際の土地利用とは異なる場合があります。

（出典：H25 市資料）

県道枚方大和郡山線 

市道奈良阪南田原線 

学研北生駒駅 

周辺の道路状況 
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都市計画道路の整備状況につい

ては、真弓芝線、押熊真弓線、奈良

阪南田原線が完了しており、富雄川

沿いの高山富雄小泉線（枚方大和郡

山線）及び国道 163 号バイパス線
は一部事業中です。

〈地域環境・資源〉

県道枚方大和郡山線沿いには、高山町の高山溜池から発する富雄川が流れています。富雄川沿

いは富雄川クリーンキャンペーン等により市民が四季折々の花々を育てるなど、川沿いに広がる

農地の背後に見える山並みとともに道行く人の目を楽しませてくれます。

また、学研北生駒駅の北側には金鵄発祥の地と言われる鵄山（とびやま）など、日本書紀の時

代から続くいわれのある緑の丘陵地など特色ある地域資源も数多く有しています。

（資料編 P34）

地区周辺の都市計画道路網 

富雄川 富雄川クリーンキャンペーン

学研北生駒駅

中心地区 
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〈周辺の開発計画など〉

近年、当地区内においては、県道枚方大和郡山線沿道を中心に複数の大規模商業施設等の出店

計画が検討中です。

現在検討中の土地利用の状況

〈関西文化学術研究都市・高山地区〉

当地区の北側には「関西文化学術研究都市」高山地区があります。地区内には、国立大学法人

奈良先端科学技術大学院大学（平成3年10月開学）をはじめ、参天製薬（株）などの大手企業の
研究所等が立地しており、学研都市の名にふさわしく、バイオサイエンスやライフサイエンス、

環境、ものづくり等の最先端の科学技術分野の「知」の拠点となっています。当地区は、この

「関西文化学術研究都市」高山地区への玄関口に位置しており、その立地にふさわしい役割が期

待されています。 

また、高山地区第２工区では、現在、リニア中央新幹線の新駅を中心とした新たなまちづくり

に向け、誘致活動を進めています。 
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〈周辺の人口動態等〉

当地区周辺は、高度経済成長に伴う本市の人口増大期である昭和 40年代から住宅団地として開
発が進み、真弓、あすか野、真弓南、北大和、白庭台などの住宅地が点在しています。地区周辺の

人口は 34,591人、世帯数は 13,230世帯（ともに平成 26.2月時点）で、うち大規模住宅地が占め
る割合は約 85％と大半を占めていることが分かります。
比較的開発時期の新しい白庭台では、マンション開発などにより、ここ数年で人口が約 1.8 倍
に増加しています。また、上町台、美鹿の台など、平成 20年以降に入居開始された住宅地も立地
しています。これらの住宅地では若年層の割合が高く、子育て世代の居住がうかがえます。

一方、それ以外の住宅地では既に 65歳以上の割合が 14歳以下を上回り、多くの地域で人口は
減少し始めていることなどから、今後一気に高齢化が進むことが懸念されます。また、それに伴

い空き家・空き地が増加するなど、住環境の悪化や、いわゆるオールドニュータウン※化の問題も

顕在化しつつあります。 （資料編 P23）
※オールドニュータウン…主に都市近郊において住宅地として計画的に建設された新しい住宅地が開発後数十年を経て、居住者

の高齢化、施設、住宅の老朽化等が進み、様々な課題が出てきている状況を指す。

（出典：住民基本台帳）
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（出典：住民基本台帳）
注）上町と高山町の H18 人口については 4 月時点のものを利用

（出典：住宅・土地統計調査）

年齢 3 区分別人口割合（H26）
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まちづくり構想の概ねの対象範囲とその周辺の概況
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4 学研北生駒駅中心地区のまちづくりの課題

学研北生駒駅中心地区の状況等を踏まえ、まちづくりの課題として以下の 5点に整理しました。

 北部地域の拠点にふさわしい機能を集積することが必要である 

当地区は、総合計画や都市計画マスタープラン等で掲げられているように北部地域を牽引する

拠点としてふさわしいまちづくりを進めていくことが求められています。

そのため、北部地域の拠点にふさわしい“賑わい”や“交流”を生み出すような都市機能の集

積を図っていく必要があります。

 学研北生駒駅を中心とした土地利用や空間形成を進めていくことが必要である 

学研北生駒駅は、「関西文化学術研究都市」高山地区への最寄り駅であり、当地区周辺はまさに

玄関口として位置づけられます。

そのため、学研北生駒駅を重要な地域資源として捉えつつ、地域のシンボル（顔）となる土地

利用を図るとともに、周辺地区と一体感のある空間形成を図っていく必要があります。

 効率的な土地利用につながる都市基盤の整備が必要である 

当地区内では既に高山地区第2工区の住宅開発を中心とするＵＲ（独立行政法人都市再生機
構）の当初計画を前提とした道路や駅前広場などが都市計画決定されています。 

しかし、ＵＲの事業は中止となりその実現は困難なものであるため、今後は、今日の社会情勢

下での高山第２工区の可能性を踏まえ、当地区の有効的な土地利用につながる都市基盤（道路、

駅前広場）の整備のあり方を検討していく必要があります。

 時代のニーズに対応したまちづくりの展開が必要である 

現在、当地区周辺においては、オールドニュータウン化の進展、新しい開発団地における子育

て世帯の増加、環境モデル都市の選定を踏まえた環境に配慮したまちづくりの推進など、多様な

問題と市民ニーズへの対応の必要性が高まりつつあります。

そのため、超高齢社会の到来、環境問題への配慮、良好な景観・まちなみづくり、安全・安心の

まちづくりなど時代のニーズに適切に対応することができるまちづくりのあり方を検討する必要

があります。

 関係主体の連携・協力による一体的なまちづくりの推進が必要である 

現在、個々の事業者による開発や計画が進んでいますが、各事業者が周辺との関係を意識せず

にそれぞれの立場で開発を進めると、北部地域の拠点にふさわしい地区としての一体感が損なわ

れる恐れもあります。

そのため、当地区のまちづくりに関わるそれぞれの主体が将来ビジョンを共有し、その実現に

向けて連携・協力していくことが必要です。このような取組を通じて、地域が主体となったまち

づくりの実践（エリアマネジメント）をめざす必要があります。
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5 学研北生駒駅中心地区のまちの将来像・目標

学研北生駒駅を中心とした、周辺地区の一体的で魅力あるまちづくりのために、次のような将

来像および目標を掲げます。

〈将来像〉

自然  知     夢  がはばたく 北生駒

～過去から未来へ伸びゆくまち 地域に根を張りつながるまち～ 

当地区には緑豊かな自然と日本書記の時代から続く歴史や文化の文脈があります。さら

に、周辺には日本の「知」の拠点のひとつである「関西文化学術研究都市」や閑静な環境を

持つ良質な住宅地が形成されています。

このように当地区が誇る「自然」「歴史・文化」「先端的“知”」「良質な住環境」といった資源

を活かしつつ、そこに関わる住民、事業者など様々な主体が手を携え、みんなが憧れ、未来に

はばたく“まち”を実現していきます。

誰もが安心して楽しく過ごすことができるまちをつくる 

多様な世代の人々のニーズを出来るだけ汲みとり、子どもから高齢者にまで誰もが安心して楽

しいひとときを過ごすことができる、利便性の高いコンパクトなまちづくりを進めます。

（まちのイメージ） 医療・福祉が整っており、高齢者が歩いて買い物ができるまち 

親子で楽しく買い物ができるまち 

仕事帰りにちょっと立ち寄る事ができる飲食店があるまち など 

地域特性を活かしたみどりあふれるまちをつくる 

北部地域（高山・学研都市）の玄関口として、当地域を取り巻く豊富な地域資源の活用や周辺

地域に残る自然や田畑と連続性のある緑豊かな景観づくりなど、訪れた人や暮らす人がくつろぎ、

憩うことができる、みどりあふれるまちづくりを進めます。

（まちのイメージ） 敷地内の広場・オープンスペースや街路樹の緑陰で憩い語り合うことができるまち 

          買い物の合間に子どもたちが遊び、高齢者が憩える公園のような空間があるまち 

          緑を感じながら暮らしを楽しむことができるまち 

          伝統と最先端を感じることができるまち など 
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環境に配慮した持続可能なまちをつくる 

住宅、商業施設への太陽光発電パネルの設置や屋外緑化の促進、地域循環型バスの導入、エネ

ルギーの効率利用に取り組むなど、低炭素社会の実現に向け、環境に配慮した持続可能なまちづ

くりを進めます。

（まちのイメージ） 太陽光発電など省エネルギーを意識したまち 

          屋上緑化や壁面緑化などを取り入れた建物が多いまち 

地域を循環する EV バス等があり公共交通が利用しやすいまち など 

まちづくり会議で出た意見 

 心のやさしい人が多い街 

 笑顔が弾むまち 

 環境豊かなまち 

 “ワ”を大切にする街 

 アカデミック（先端性・学術）    など 

 みんなでつくり育む 

 活気があふれる 

 住み続けられる 

 つながり（人、もの、空間） 
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6 学研北生駒駅中心地区のまちづくりの方針

まちの将来像の実現に向けたまちづくり方針を次のように設定します。

◎拠点性を高める取組みを進めます 

地区住民にとって便利で快適な生活を営む場となるような商業施設等の集積や、質の高い

生活を実現するための生活機能の充実、ならびに憩いの空間創出などにより、北部地域の玄

関口にふさわしい様々な目的を持った人が訪れたくなるまちをつくることで地区の賑わいを

創出し、拠点性を高める取組みを進めます。

1. 商業施設等の集積

 北部地域の経済活動の活性化や地区の利便性・快適性を高める店舗等の集積を図

ります

 誰もが利用しやすい施設計画により、地区の回遊性を創出します

2. 生活機能の充実

 住宅や医療・介護施設、子育て関連施設など生活サポート機能の充実を図ります

3. 憩いの空間づくり

 誰もが集い、憩える空間の整備を図ります

4. 周辺地域と連携した持続可能なまち

 地域内の住み替え支援の仕組みづくりなど周辺地域との連携を進めます

 周辺地域の資源（歴史、自然、農地、学研都市等）や、良好な住宅地としてのブ

ランド力を活かしたまちづくりを進めます

〈取組みの例示〉

・若者の定住促進や高齢者が住みやすさを感じることができる機能の導入 

・地区の回遊性を生むような店舗間を円滑に移動できる歩道の整備 

・民間敷地を活用したセミパブリックな空間整備 

・周辺の住宅地と連携した住み替え支援の仕組みづくり  など 

まちづくり会議で出た意見 

 各商業施設がバラバラでなくつながっていて欲しい 

 高齢者が暮らしやすい町になって欲しい 

 購入した物を配達してくれる買い物支援サービスがあれば良い 

 買い物中に子どもが遊べる公園的な空間、人が集まる憩いの空間

があれば良い 

 周辺の住宅地内に増えてきている空き家の活用等の検討が重要 

 誰もが住み続けることができるまちにしたい     など 
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◎適切な交通ネットワークの整備を進めます 

学研北生駒駅を起点とした周辺地区との公共交通ネットワークを確保します。あわせて渋

滞が発生している周辺道路の交通問題への対応や高山第 2 工区の動向を考慮した都市計画道

路・駅前広場の見直しなどにより、適切な交通ネットワークの整備を進めます。

1. 地域の交通手段となる公共交通の確保

 学研北生駒駅を起点とした公共交通ネットワークの確保を図ります

2. 道路ネットワークにも配慮した適切な交通処理の検討

 高山第 2工区の動向を考慮した道路や駅前広場の見直しを行います
 渋滞解消に向けた道路の整備に取り組みます

 開発により発生する交通の円滑な処理に取り組みます

3. 安全で利便性の高い歩行者等の動線の確保

 鉄道やバス利用者に配慮した安全で使いやすい歩道等の整備を進めます

 自転車が利用しやすい環境整備に取り組みます

〈取組みの例示〉

・駅と地区内の各施設を円滑につなぐ歩道整備 

・自転車が走行しやすい道路整備 

・パークアンドライドのための駐車場の整備  など 

まちづくり会議で出た意見 

 地域の交通弱者(高齢者など)の交通手段を確保する必要がある 

 渋滞がひどくならないよう交通対策をきちんとして欲しい 

 周辺の住宅地内の通過交通を排除するような交通計画が重要 

 駅からのアクセスや店舗間の行き来の安全性に配慮して欲しい 

 自転車が安全に通行できる道の整備が必要である 

など

＊写真はイメージです
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◎地域拠点にふさわしい景観づくりを進めます 

まちなみ景観に関するルールづくり等を通して、北部地域の地域拠点にふさわしいシンボ

ル（顔）景観の形成を進めます。

1. 北部地域の玄関口にふさわしい統一感のあるまちなみの形成

 駅側に正面性を持たせたまちなみ形成に取り組みます

 統一感のある良質なまちなみ形成に取り組みます

2. 周辺の景観との調和

 富雄川や市街地の背景となる山並みなど自然景観との調和に配慮したまちなみ

形成に取り組みます

〈取組みの例示〉

・景観ルールやガイドラインの作成 

・周辺地域の住民との協働による駅前広場のデザイン検討、維持・管理 

・周辺地域の住民や事業者との協働による富雄川沿いの緑道整備  など 

まちづくり会議で出た意見 

 学研都市・高山地区の玄関口にふさわしい駅周辺の景観づくりが

必要である 

 商業施設の周辺に緑や花がいっぱいの広場があれば良い 

 看板（サイン）の統一など、地域全体で一定のルールを定めるの

が良い 

 美しい街並みをつくることでまちの魅力があがる 

 川沿いの遊歩道や散策路づくりが出来ないか 

など

＊写真はイメージです
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◎地域全体の低炭素化に向けた取組みを進めます 

自然エネルギーの活用や低炭素建築物（環境配慮建築物）の採用、低炭素モビリティの導

入など、環境負荷を低減する技術の導入を積極的に行い、地域全体で低炭素化に向けた取組

みを進めます。

1. 環境負荷の少ない建築物（低炭素建築物）の整備やエネルギー利用の促進

 地区全体で省エネルギー性能の高い建築物の整備を促進します

 エネルギー供給設備の設置等、環境にやさしいクリーンエネルギーの積極的な利

用を促進します

2. 低炭素モビリティの導入

 環境にやさしいレンタサイクルの効果的な活用を促進します

 電動カート等の導入による円滑な地区内移動が可能な環境整備を促進します

3. 緑化の推進

 ヒートアイランド対策の一環として、敷地や建物の緑化を促進します

〈取組みの例示〉

・低炭素型の共同住宅の整備の誘導 

・太陽光発電、コージェネレーションシステム等の導入 

・EV（電気自動車）や電動カートの導入（シェアリング）、EVステーションの設置 
・商業施設等における屋上緑化や壁面緑化の推進  など 

まちづくり会議で出た意見 

 すべての建物を対象とした低炭素化を進めることが重要

 地域バランスを考えたバス路線の検討が必要である

 サイクルシェアや EV（電気自動車）の共同利用ができないか
 エネルギー利用のためのインフラ設備等の充実

 屋上緑化等を取り入れた施設づくりに取り組む

 地域の特徴を活かした低炭素なまちづくりを目指したい  など

＊写真はイメージです
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◎エリアマネジメントによるまちづくりを進めます 

地域固有の課題やまちづくりの方向性を地域に関わる主体が共有し、協力し合うことで、

地域全体の公益的な価値を創造する、エリアマネジメントによるまちづくりを推進します。

1. エリアブランドの創出

 地区全体の魅力を高める共同イベントの開催や共同プロモーションの展開を図

ります

 学研都市の知名度等を活かした新たなブランドを創出するまちづくりに取り組

みます

2. 地区の一体性を意識した空間利用や取り組み

 にぎわい創出や防災機能としての役割を果たすオープンスペースの創出と活用

を図ります

 交通負荷軽減や回遊性の創出を目的とした店舗駐車場の一体的な利用に取り組

みます

 事業者などによる買い物専用送迎バスの運行等に取り組みます

 災害に備えた、事業者や行政、周辺地域等の協力体制の構築を進めます



〈取組みの例示〉

・地区内事業者や周辺住民による共同イベントの開催 

・民間敷地を活用したセミパブリックな空間整備 

・共同利用駐車場の整備、運営   ・事業者による買い物専用送迎バスの運行 

・周辺住民が管理に関われる緑道や花壇の整備  など 

まちづくり会議で出た意見 

 まちのブランドづくり・ブランド力の向上に取り組むことが重要 

（良質な住宅地、良好な住環境、治安の良いまちなど） 

 他にない魅力で人を集めるまち（演奏する場があるなど） 

 大学や研究施設等の機能を活かす（駅前キャンパスの開講など） 

 各商業施設がバラバラでなくつながっていて欲しい 

 ショッピングセンターの送迎バスなど事業者がバスを運行する 

 北部地域の防災拠点としての役割を担う     など 

＊写真はイメージです
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 《学研北生駒駅中心地区のまちの将来像・目標とまちづくりの方針》

将来像と 3 つのまちづくり目標の実現に向け、5 つのまちづくり方針に基づく取組を推進し、

学研北生駒駅を中心とした周辺地区の一体的で魅力あるまちづくりを図ります。

自然

（目標） 

誰もが安心して楽しく

過ごすことができる 

まちをつくる 

（目標） 

地域特性を活かした 

みどりあふれる 

まちをつくる 

（目標） 

環境に配慮した 

持続可能な 

まちをつくる 

（方針） 

適切な交通ネット 

ワークの整備を進めます 

（方針） 

地域拠点にふさわしい

景観づくりを進めます 

1. 地域の交通手段となる
公共交通の確保

2. 道路ネットワークにも
配慮した適切な交通処

理の検討

3. 安全で利便性の高い歩
行者等の動線の確保

1. 北部地域の玄関口にふ
さわしい統一感のある

まちなみの形成

2. 周辺の景観との調和

がはばたく北生駒
～過去から未来へ伸びゆくまち 

地域に根を張りつながるまち～

（方針） 

拠点性を高める取組み

を進めます 

1.商業施設等の集積
2.生活機能の充実
3.憩いの空間づくり
4.周辺地域と連携した持続
可能なまち

（方針） 

地域全体の低炭素化に 

向けた取組みを進めます

（方針） 

エリアマネジメントに 

よるまちづくりを進めます

1. 環境負荷の少ない建築物
（低炭素建築物）の整備

やエネルギー利用の促進

2. 低炭素モビリティの導入
3. 緑化の推進

1. エリアブランドの創出
2. 地区の一体性を意識し
た空間利用や取り組み

知 夢

（将来像） 
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7 まちづくり構想の実現に向けて

当地区におけるまちづくりは、準備期、計画期、活動期の 3 段階をイメージしており、まちづ

くり会議による本構想の策定は準備期に当たります。

本構想の実現に向けては、まず、まちづくり構想に基づき、事業者等が中心となって個々の施

設等を計画します（計画期）。続いて、まちが出来上がった時には、まちづくりに関わった方が中

心になって、まちの魅力向上、ブランドづくり等に取り組んでいくものと考えています（活動期）。

学研北生駒駅中心地区まちづくりの展開イメージ 
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資 料 編
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資-1 地区の概況

（1）人口・世帯数

当地区周辺では、平成 26 年 2 月末現在で人口 34,591 人、世帯数 13,230 となっています。

けいはんな線開業前（平成 18 年 2 月）に比して、人口で 9.8％、世帯数で 21.3％の増加を示し

ています。

しかし、白庭台の増加に依拠するところが大きく、多くの町では減少傾向がみられます。

高齢化率は 26.6％で市平均（23.6％）を上回っています。

特に、あすか野（39.4％）、真弓（38.4％）、鹿ノ台（35.2％）、あすか台（31.4％）は高齢化率

が 30％以上となっており、オールドニュータウン化が進んでいることが分かります。

一方、軒並み人口減や高齢化が顕著な昭和 40 年代以降に開発された住宅団地に比して、旧集落

の上町ではやや増加傾向を示しており、高齢化率も 23.9％と市平均と大差は見られません。

（高山町は住居表示としては広範囲で、当地区周辺という意味では通称「芝」と呼ばれる一部分

のみを指します。）

人口および世帯数の動向 

年齢 3区分別人口

H26.2末現在 H18.2末現在 増減率

人口 世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数

あすか台 S47 264 112 273 104 -3.3% 7.7%

真弓 S49 2,865 1,168 3,066 1,119 -6.6% 4.4%

あすか野 S50 4,693 1,932 4,874 1,795 -3.7% 7.6%

鹿ノ台 S52 7,557 3,015 7,854 2,795 -3.8% 7.9%

ひかりが丘 S58 1,746 636 2,001 622 -12.7% 2.3%

真弓南 S59 1,439 546 1,619 524 -11.1% 4.2%

北大和 S63 3,824 1,347 3,577 1,116 6.9% 20.7%

白庭台 S63 4,974 1,711 2,801 910 77.6% 88.0%

美鹿の台 H20 1,208 344 0 0 - -

上町台 H21 747 216 0 0 - -

高山町 - 3,996 1,735 4,219 1,554 -5.3% 11.6%

上町 - 1,278 468 1,213 369 5.4% 26.8%

合計 34,591 13,230 31,497 10,908 9.8% 21.3%

町名
入居開始
年次

（出典：住民基本台帳）
注）上町と高山町の H18人口については 4月時点のものを利用

（出典：住民基本台帳） 

（上：人、下：％） （上：人、下：％）
H26.2月現在 H26.2月現在

町名 人口 14歳以下 15～64歳 65歳以上 町名 人口 14歳以下 15～64歳 65歳以上
あすか台 264 32 149 83 白庭台 4,974 1,075 3,247 652

100 12.1 56.4 31.4 100 21.6 65.3 13.1
真弓 2,865 287 1,477 1,101 美鹿の台 1,208 486 706 16

100 10.0 51.6 38.4 100 40.2 58.4 1.3
あすか野 4,693 534 2,308 1,851 上町台 747 303 430 14

100 11.4 49.2 39.4 100 40.6 57.6 1.9
鹿ノ台 7,557 829 4,070 2,658 高山町 3,996 385 2,447 1,164

100 11.0 53.9 35.2 100 9.6 61.2 29.1
ひかりが丘 1,746 190 1,188 368 上町 1,278 184 788 306

100 10.9 68.0 21.1 100 14.4 61.7 23.9
真弓南 1,439 131 921 387 合計 34,591 4,958 20,433 9,200

100 9.1 64.0 26.9 100 14.3 59.1 26.6
北大和 3,824 522 2,702 600

100 13.7 70.7 15.7
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（2）鉄道乗降客数の比較

白庭台駅の利用状況は、住宅地開発の影響を受けて、年々、増加傾向を示しており、平成 25 年

度の利用状況は平成 20 年度に比して約 1.3 倍となっています。

学研北生駒駅の利用状況は、平成 20 年度以降、多少の増減はあるもののほぼ横ばい傾向にあり

ます。

鉄道の利用状況（乗車人員）

（出典：生駒市統計書） 

（3）路線バスの乗客数など

本地区内には（株）奈良交通のバスルートが 10 路線あり、停車場が 6 か所あります。

バス路線と停車場位置図

（単位： 人 ）

駅 名

白 庭 台 1,128,203 1,207,156 1,283,269 1,355,095 1,417,101 1,503,855
学 研 北 生 駒 1,211,418 1,191,931 1,183,918 1,196,844 1,251,616 1,265,971
生 駒 8,391,101 8,168,774 8,084,721 8,010,459 8,000,203 8,614,155
注）平成18年3月27日に、けいはんな線が開業
資料 近畿日本鉄道㈱

平成25年度平成24年度平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
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バスの路線別運行回数および乗客数

ルート名
地区内

停車場数
運行数 乗降客数 備考

学研北生駒駅－学園前駅
（真弓 3 丁目、西登美ヶ丘経由）

1 ヶ所 122 便/平日 6,675 人/日 ﾋﾟｰｸ時 14 便/時間

学研北生駒駅－学園前駅
（北大和 5 丁目、中登美ヶ丘経由）

2 ヶ所 47 便/平日 1,293 人/日 ﾋﾟｰｸ時 4 便/時間

学研北生駒駅－高畑町 1 ヶ所 8 便/平日 148 人/日 ﾋﾟｰｸ時 1 便/時間

学研北生駒駅－高山ｻｲｴﾝｽﾀｳﾝ 2 ヶ所 17 便/平日 1,890 人/日 ﾋﾟｰｸ時 2 便/時間

学研北生駒駅－傍示 4 ヶ所 16 便/平日 1,370 人/日 ﾋﾟｰｸ時 2 便/時間

学研北生駒駅－庄田 4 ヶ所 2 便/平日 107 人/日 ﾋﾟｰｸ時 1 便/時間

学研北生駒駅－高山学校前 4 ヶ所 2 便/平日 58 人/日 ﾋﾟｰｸ時 1 便/時間

学研北生駒駅－生駒駅北口
（松美台経由）

2 ヶ所 2 便/平日 85 人/日 ﾋﾟｰｸ時 1 便/時間

学研北生駒駅－生駒駅北口
（生駒台経由）

2 ヶ所 6 便/平日 21 人/日 ﾋﾟｰｸ時 2 便/時間

学研北生駒駅－富雄駅 3 ヶ所 33 便/平日 113 人/日 ﾋﾟｰｸ時 5 便/時間

合計  11,760 人/日
（出典：「学研北生駒駅周辺におけるまちづくりの方針に関する報告書」（H23.4））
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（4）周辺の交通量

平成 23 年の道路交通センサスデータのほか、奈良県等の調査結果及び交通量調査結果は下図

のようになっており、東西方向、特に奈良阪南田原線の交通負荷が問題となっています。

（概略） 

 国道 163 号線 約 21,600 台/日
 奈良阪南田原線（学研北生駒駅東側交差点以東） 約 10,900 台/日
 奈良阪南田原線（学研北生駒駅東側交差点以西） 約 16,900～18,700 台/日
 押熊真弓線 約 8,400 台/日
 枚方大和郡山線 約 9,000～10,300 台/日
 真弓芝線 約 8,600～9,500 台/日

黒字：H22道路交通センサス調査結果

緑字：H21交通量調査結果

赤字：H22交通量調査結果

※ H21～H22の交通量調査は 12h調査であり、
24h交通量は近傍の調査結果の昼夜率により県道 1.36、市
道 1.29を用いて算定したものである
県道参照観測地点：枚方大和郡山線 生駒市上町

市道参照観測地点：谷田奈良線 奈良市あやめ池北１丁目

         大阪平岡奈良線 生駒市東生駒２丁目

周辺の交通量

（出典：「学研北生駒駅周辺におけるまちづくりの方針に関する報告書」（H23.4）を一部加筆）

【H22】
19,027台/24h
13,424台/12h
昼夜率：1.42 

【H22】
21,652台/24h
15,248台/12h
昼夜率：1.42 

【H22】
（259台/24h）
201台/12h 

【H22】
（6,902台/24h）
5,350台/12h 

【H22】
（8,386台/24h）
6,501台/12h 

【H22】
（8,566台/24h）
6,640台/12h 

【H21】
（18,695台/24h）
14,492台/12h 

【H21】
（10,886台/24h）
8,439台/12h 

【H21】
（9,478台/24h）
7,347台/12h 

【H22】
11,553台/24h
8,956台/12h
昼夜率：1.29

【H21】
（8,984台/24h）
6,606台/12h 

【H21】
（16,859台/24h）
13,069台/12h 

【H21】
（17,957台/24h）
13,920台/12h 

【H21】
（10,288台/24h）
7,565台/12h 

【H22】
（2,784台/24h）
2,158台/12h 

【H22】
（17,950台/24h）
13,915台/12h 

【H22】
（15,970台/24h）
12,380台/12h 

【H22】
（6,088台/24h）
4,719台/12h 

A

D

C

E
B

F
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（5）地区を取り巻く動向

●リニア誘致に向けた動き

平成 24 年 2 月、生駒市は全国新幹線鉄道整備法に基づき「奈良市付近」を経過地とする「リニ

ア中央新幹線」の中間駅を関西文化学術研究都市高山地区（第 2 工区）への誘致を表明し、現在、

誘致活動を進めています。

                                                      シンポジウム開催ポスター 

誘致パンフレット（抜粋）
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●近年の高山第 2工区の動向

平成 19 年 7 月 （独）都市再生機構が事業中止を発表

平成 20 年 5 月 奈良県による生駒市及び（独）都市再生機構への申入れにより「学研

高山第 2 工区プロジェクトチーム」を設置し、大学や研究開発型産業

施設を中心とするまちづくりへの開発計画の見直しを検討

平成 22 年 9 月 県より独自案の提示⇒提案の受入れ表明

平成 22 年 10 月 県より学研高山地区第 2 工区の「大学を中心としたまちづくり」の検

討中止表明

平成 24 年 2 月 学研高山地区第 2 工区におけるリニア誘致を表明

現 在 リニア新駅を中心とした新たなまちづくりに向け、誘致活動中
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（6）都市計画の指定状況

〈用途地域等〉 

当地区周辺の用途地域の指定状況は以下のとおりです。

・駅西側の県道枚方大和郡山線沿道や駅南側 近隣商業地域

・駅北側の一部 市街化調整区域

・地区周辺の住宅団地 住居系の用途地域

（第一種低層住居専用地域や第二種中高層 

住居専用地域等）

なお、近隣商業地域については高度地区として 15m 高度地区、15m 斜線高度地区、および防火地

域として準防火地域に指定、また第二種中高層住居専用地域については 15m 斜線高度地区に指定し

ており、建築物の高さや防火の制限を行っています。

用途地域 

高度地区 （平成 26 年 11 月現在）

学研北生駒駅 

中心地区 

学研北生駒駅 

中心地区 
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〈地区計画〉 

当地区においては、以下の 2 つの地区計画が指定されています。

●生駒市都市計画道路高山富雄小泉線沿道地区地区計画 

名称 生駒市都市計画道路高山富雄小泉線沿道地区地区計画

位置 生駒市上町の一部、高山町の一部、真弓１丁目の一部

区域の面積 約 12.1ha 

地区計画の目標

本地区は、本市の中心市街地から北東約 4.0km に位置しており、地

区内には、都市計画道路奈良阪南田原線と生駒市北部地域と大阪市

中心部とを結ぶ近鉄けいはんな線が整備されているとともに、地区

西側には都市計画道路高山富雄小泉線が整備されつつあり、交通至

便な地域である。また、本地区周辺は、良好な住環境を有している

北大和と真弓住宅地及び緑豊かな田園地帯が広がっており、自然環

境と住環境が調和した地区であるとともに、本市都市計画マスター

プランでは、北部地域の中枢的な役割を担う地域として位置づけら

れ、ゆとりある空間の中に、商業、業務、住宅などの多様な機能を

備え、周辺環境と調和した士地の有効・高度利用を図っていく地区

とされている。

このため、地区計画を策定し、合理的・機能的な士地利用の推進と、

将来にわたり周辺の景観と調和のとれた快適で利便性の高い商業施

設や建築物等の規制や誘導を行うことを目標とする。

土地利用の方針

地区の特性に応じた士地利用を積極的に推進し、良好な街並みを形

成する。

本地区は、商業・業務地区及び生活利便施設等を設ける地区を基本

としつつ、多様な世代間交流が可能となるような施設を周辺環境と

調和させながら配置する。また、本地区の外周部分には緑地を確保

し、周辺との調和を図る。

地区施設の整備方針

都市計画道路奈良阪南田原線の機能が損なわれないよう維持・保全

を図り、都市計画道路駅西線については適正に配置し整備を推進す

る。

建築物等の

整備方針

沿道サービス

地区Ａ

商業・業務施設、その他周辺住民等の利便施設等の誘導を図り、賑

わい交流の拠点として、周辺地域の士地利用に配慮した良好な街並

みを形成するため、建築物の用途の制限、建築物の敷地面積の最低

限度、建築物の壁面の位置の制限、建築物等の形態又は意匠の制限

を行うものとする。また、本地区の緑化を推進するため、都市計画

道路高山富雄小泉線、都市計画道路奈良阪南田原線沿いについては

原則として緑地帯の設置を行うものとする。

沿道サービス

地区Ｂ

商業・業務施設、その他周辺住民等の利便施設等の誘導を図り、賑

わい交流の拠点として、周辺地域の土地利用に配慮した良好な街並

みを形成するため、建築物の用途の制限、建築物の敷地面積の最低

限度、建築物の壁面の位置の制限、建築物等の形態又は意匠の制限

を行うものとする。また、本地区の緑化を推進するため、都市計画

道路高山富雄小泉線、都市計画道路奈良阪南田原線沿いについては

原則として緑地帯の設置を行うものとする。

沿道サービス

地区Ｃ

周辺の住環境に配慮しつつ、周辺住民等の利便施設および沿道施設

の誘導を図るため、建築物の用途の制限、建築物等の形態又は意匠

の制限を行う。

鉄道施設地区
けいはんな線の鉄道敷を含む地区で、鉄道事業本来の施設等を設け、

周辺地域との整合を図りつつ、建築物の用途の制限を行う。
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●生駒市学研北生駒駅前地区地区計画 

名称 生駒市学研北生駒駅前地区地区計画

位置 生駒市上町の一部

区域の面積 約 2.9ha 

地区計画の目標

本地区は、本市の北東部に位置し、地区内に近鉄けいはんな線学研北生駒

駅、奈良阪南田原線があり、また、都市計画道路真弓芝線に隣接する交通

の便に恵まれた地域で、地区の東側と南側には低層住宅地が広がる住環境

の良好な地域である。

本地域について、都市計画マスタープランでは、北部地域の中枢的な役割

を担う地域として、ゆとりある空間の中に、商業、業務、住宅などの多様な

機能を備え、周辺環境と調和した士地の有効・高度利用を図っていく地区

とされていることから、地区計画を策定し、周辺の景観と調和のとれた合

理的・機能的な士地利用の推進のため建築物等の規制、誘導を行うものと

する。

土地利用の方針

駅前という立地特性を活かし、居住機能等を導入し、敷地内の緑化に努め、

周辺環境に配慮した緑豊かで潤いのある市街地環境の形成を図り、北部地

域の拠点にふさわしい駅利用者等の利便性向上に資する機能を適切に配置

する。

地区施設の整備方針
学研北生駒駅前広場の機能が損なわれないよう維持・保全を図る。特に歩

道については原則切り下げを認めない。

建築物等の

整備方針

駅前センター地

区

周辺住民等の利便性を考慮した商業その他業務施設及び中高層

住宅の誘導を図り、住・商共存の賑わい交流の拠点として、周辺

地域の土地利用に配慮した良好な街並みを形成するため、建築

物の用途の制限、建築物の敷地面積の最低限度、建築物の壁面の

位置の制限を行うものとする。また、本地区の緑化を推進するた

め、都市計画道路真弓芝線及び都市計画道路奈良阪南田原線沿

いについては原則として緑地帯の設置を行うものとする。

鉄道施設地区

けいはんな線学研北生駒駅と鉄道敷を含む地区で、鉄道事業本

来の施設と住民の利便施設等を設け、周辺地域との整合を図り

つつ、建築物の用途の制限を行う。

公共公益施設地

区

公共公益施設地区については、周辺地区と整合性を図りつつ、そ

の機能が損なわれないよう維持・保全を図る。
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（7）その他

「金鵄発祥之処」の碑 

日本書紀によると、「神武天皇と長髄彦（ながす

ねひこ）の戦いの際、金色の“とび”（金鵄）が神

武天皇の弓にとまり、長髄彦率いる軍はその金鵄

の眩しさで退陣した」という伝説があります。その

金鵄が飛んだのが此の地である（鵄山）といわれて

おり、付近には「神武天皇御聖蹟鵄邑顕彰之碑」が

あります。

神武天皇御聖蹟鵄邑顕彰之碑 

（以下、日本書紀より）

天鈴 55 年（紀元前 663 年）12 月 4 日、磐余彦尊（いわれひこ）の軍はついに長髄彦（なが

すねひこ）を討つことになった。

しかし戦いを重ねたが、なかなか勝利をものに出来なかった。

そのとき急に空が暗くなって雹（ひょう）が降り出した。

そこへ金色の不思議な鵄（とび）が飛んできて、磐余彦尊の弓先に止まった。

その鵄（とび）は光り輝いて、その姿はまるで雷光のようであった。

このため長髄彦の軍の兵達は皆幻惑されて力を出すことが出来なかった。
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資-2 学研北生駒駅周辺まちづくり会議の開催経過

回 年月日 会議の概要 

第 1 回 平成 26 年 3 月 16 日（日）

10 時～

北コミュニティセンター

・委員の紹介  

・まちづくり会議会則（案）について

・座長の選定について  

・学研北生駒駅周辺地区の現状について

・まちづくり構想の検討の流れについて

第 2 回 平成 26 年 5 月 21 日（水）

19 時～

北コミュニティセンター

・自治会関係者+個人地権者グループ、事業者+法人

地権者グループに分かれて“地域の将来像”や“将

来のまちのあり方”、“事業展開のあり方”などにつ

いて意見交換

第 3 回 平成 26 年 7 月 22 日（火）

19 時～

北コミュニティセンター

・まちづくり構想案の骨子について

（自治会関係者+個人地権者グループ、事業者+法人

地権者グループに分かれて意見交換）

第 4 回 平成 26 年 8 月 26 日（火）

19 時～

北コミュニティセンター

・まちづくりの将来像、目標について

・まちづくり構想案の骨子について

（自治会関係者+個人地権者グループ、事業者+法人

地権者グループに分かれて意見交換）

第 5 回 平成 26 年 11 月 4 日（火）

19 時～

北コミュニティセンター

・まちづくりのキャッチフレーズについて

・まちづくり構想案について

・今後の進め方



36 

資-3 学研北生駒駅周辺まちづくり会議 名簿

選出区分 氏名 役職等

学識経験者 松 村 暢 彦 愛媛大学大学院教授

池 田 幸 册 上町自治会長

入 口 嘉 憲 北大和自治会住環境保全委員長

藤 堂 宏 子 北地区自治連合会長

松 下 敏 文 芝自治会長

小 紫 雅 史 生駒市副市長

大 西 清 隆 生駒市都市整備部長

稲 葉 明 彦 生駒市建設部長

17名個人地権者

近畿日本鉄道㈱　不動産事業統括部　資産活用事業部

奈良交通㈱　不動産開発部

日本郵便㈱　高山郵便局

㈱オークワ

㈱コメリ

大和ハウス工業㈱

自治会関係者

法人地権者

事業者

行政職員
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資-4 学研北生駒駅周辺まちづくり会議 会則

（名称）

第１条  この会は、学研北生駒駅周辺まちづくり会議（以下｢会議｣という。）と称する。

（目的）

第２条  会議は、北部地域の拠点である学研北生駒駅周辺について、魅力的で一体感のある拠点地

区の形成を図るため、民間開発との協調・連携のもと都市計画マスタープランなどの計画と

の整合を図りながら、目指すべきまちのビジョンと必要な基盤整備のあり方を検討し、区域

内の権利者等の意見を聞きながらまちづくり構想としてとりまとめることを目的とする。

（対象範囲）

第３条  まちづくり構想を策定する概ねの範囲は、別紙に示す範囲とする。

（活動内容）

第４条  会議は、第２条の目的を達成するため、次の活動を行う。また、構成員は、お互いの立場

を尊重し、協力し合い、会議の活動を行う。

（１）対象範囲のまちづくりに関する情報提供及び意見交換

（２）住民、地権者等の意見聴取、情報提供

（３）その他、まちづくり構想策定に必要な事項

（組織）

第５条  会議は、次に掲げる者のうちから 30 人程度で構成する。

（１） 対象範囲に権利を有する者、事業予定者及び対象範囲に係る自治会代表者

（２） 学識経験者及び行政職員

（３） 前号の規定に関わらず、会議の承認を得た者

（構成員）

第６条  本会の役員の構成、職務は次のとおりとする。

（１） 会議に、座長１名を置く。

（２） 座長は、構成員の互選で選出する。

（３） 座長は、必要に応じて構成員を招集し、ならびに会務の総括を行うものとする。

（４） 座長に事故あるときは、あらかじめ座長が指名した構成員が座長代理を務めるものとする。    

（委員の任期）

第７条  任期は、学研北生駒駅周辺まちづくり構想策定までとする。

（事務局）

第８条  この会議の事務局は、生駒市都市整備部都市計画課及び建設部事業計画課とする。

（会則の改正）

第９条  この会則は、会議で改正することができる。

 付則

この会則は、平成 ２６年 ３月 １６日から施行する。
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資-5 学研北生駒駅周辺まちづくり会議ニュース
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